
接
近
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
医
学
史
そ
の
も
の
の
歴
史
を
批
判
的

に
再
検
討
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
医
学
史
の
効
用

を
さ
ら
に
積
極
的
に
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
っ
て
、
医
学
史
の
歴
史
を
顧
る
と
き
、
大

別
し
て
、
三
つ
の
段
階
を
経
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
医
学
人
物
史
、

狭
義
の
医
学
史
、
そ
し
て
医
学
の
社
会
史
で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
こ

ろ
に
始
ま
る
医
学
人
物
史
の
方
法
で
は
、
当
然
、
現
代
医
学
の
問
題

点
は
と
ら
え
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
世
紀
に
起
始
を
も
つ
、
発
達

史
観
に
立
つ
、
狭
義
の
医
学
史
で
は
、
そ
の
発
展
的
継
承
の
意
志
を

再
確
認
す
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
批
判
的
再
検
討
の

基
礎
と
は
な
り
が
た
い
。
や
は
り
医
学
と
そ
れ
へ
の
社
会
的
要
請
と

応
答
の
な
か
で
な
け
れ
ば
問
題
点
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
で
あ
る

畠
ノ
。

今
回
は
、
古
い
医
学
史
書
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
近
代
医
学
の
指
標

と
さ
れ
て
い
る
、
い
く
つ
か
の
事
項
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
大
阪
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
）

本
学
で
は
第
一
学
年
の
第
一
、
二
両
学
期
に
わ
た
り
、
週
一
回
計

二
十
回
の
医
学
序
説
が
必
須
教
科
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
期

は
明
治
中
期
以
前
の
日
本
医
学
史
を
中
心
に
「
医
」
と
は
何
か
を
講

述
し
、
後
期
は
明
治
中
期
か
ら
現
代
医
学
へ
の
発
達
を
各
分
野
に
分

け
て
、
そ
の
概
説
を
教
育
し
て
い
る
。

こ
の
課
程
の
中
間
の
夏
期
休
暇
に
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
提
供

し
、
学
生
各
自
に
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
課
し
て
い
る
。
過
去
の

テ
ー
マ
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
頭
標
題
は
「
わ
が
郷
土
に
お
け

る
：
…
・
」
で
種
痘
の
始
ま
り
、
病
院
の
始
ま
り
、
明
治
期
の
医
療
、

ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
者
な
ど
で
、
以
上
の
中
か
ら
医
史
学
的
調
査
研

究
が
医
学
教
育
に
如
何
に
成
果
を
得
た
か
に
つ
い
て
例
示
す
る
。

一
、
江
戸
に
お
け
る
種
痘
に
関
す
る
史
跡
（
中
村
秀
一
）
、
中
村
は

自
宅
（
文
京
区
向
丘
）
の
近
所
に
長
い
間
開
業
し
て
い
る
木
下
秀
一
郎

医
学
教
育
に
お
け
る

医
史
学
資
料
の
評
価

寺
畑
喜
朔
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先
生
を
訪
ね
て
、
多
く
の
示
唆
を
え
た
。
彼
は
カ
メ
ラ
を
肩
に
、
お

玉
ヶ
池
種
痘
所
元
標
と
記
念
碑
の
所
在
を
確
か
め
、
つ
い
で
伊
東
玄

朴
の
墓
（
谷
中
天
龍
院
）
、
光
林
寺
の
緒
方
洪
庵
墓
、
東
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
外
壁
の
種
痘
彫
刻
、
ジ
エ
ン
ナ
ー
像
（
上
野
国
立
博
物
館
）

な
ど
の
所
在
を
確
か
め
た
。
そ
し
て
、
種
痘
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に

伝
来
し
、
普
及
し
た
か
を
記
述
し
た
。
彼
は
木
下
先
生
か
ら
、
こ
の

調
査
研
究
に
あ
た
り
「
時
間
を
か
け
て
、
歩
い
て
確
か
な
資
料
を
う

る
こ
と
、
そ
し
て
事
実
を
記
す
こ
と
。
ま
た
協
力
者
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
を
忘
れ
な
い
こ
と
」
な
ど
教
場
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
教

訓
を
受
け
、
感
銘
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

二
、
兵
庫
県
氷
上
郡
沼
貫
村
に
お
け
る
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
者
塚

口
積
太
郎
先
生
に
つ
い
て
（
和
久
晋
三
）
、
略
歴
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。
明
治
三
年
六
月
二
十
六
日
生
、
明
治
二
十
五
年
四
月
大
阪
医

学
校
卒
業
、
同
年
五
月
大
阪
緒
方
病
院
勤
務
、
同
年
六
月
内
務
省
医

術
開
業
免
状
下
附
、
そ
の
後
朝
来
郡
生
野
町
御
料
局
生
野
文
庁
医
務

局
、
三
菱
生
野
鉱
山
医
務
局
な
ど
で
勤
務
し
、
明
治
三
十
三
年
九
月

郷
里
で
開
業
、
大
正
六
年
四
月
よ
り
同
十
三
年
三
月
ま
で
氷
上
郡
医

師
会
長
、
同
十
三
年
十
二
月
沼
貫
村
村
長
に
就
任
。
昭
和
六
年
四
月

二
十
二
日
死
去
、
六
十
一
歳
。
塚
口
家
と
和
久
家
は
縁
者
関
係
で
彼

は
こ
の
機
会
に
積
太
郎
先
生
に
関
す
る
事
蹟
を
広
く
調
べ
る
こ
と
が

出
来
た
。
提
示
さ
れ
た
資
料
は
、
大
阪
医
学
校
第
一
大
試
業
の
及
第

証
、
卒
業
証
、
医
術
開
業
免
状
、
大
阪
医
学
得
業
士
認
許
証
、
井
上

眼
科
病
院
講
習
証
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
会
員
章
、
楠
田
産
科
婦
人

科
病
院
講
習
修
業
証
、
東
京
顕
微
鏡
院
種
痘
術
講
習
修
了
証
、
氷
上

郡
医
師
会
規
定
（
明
治
四
十
年
）
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、
沼
貫
村
誌
な
ど
に
よ
り
当
地
に
お
け
る
伝
染
病
禍
の
実
状

を
調
査
し
、
塚
口
医
師
の
衛
生
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
大
阪
医
学
枝
の
歴
史
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
索
を
行
っ
た
。
大

阪
医
学
校
の
試
業
委
員
の
中
に
金
子
治
郎
、
菅
沼
貞
吉
の
名
が
あ

り
、
筆
者
が
金
子
治
郎
は
金
沢
医
学
館
の
卒
業
で
明
治
二
十
九
年
第

四
高
等
学
校
医
学
部
の
解
剖
学
教
授
と
な
っ
た
こ
と
や
菅
沼
は
石
川

県
甲
種
医
学
校
時
代
の
初
代
産
婦
人
科
学
教
授
（
明
治
十
八
年
’
十
九

年
）
で
金
沢
か
ら
大
阪
医
学
校
へ
転
任
し
た
こ
と
な
ど
を
彼
に
注
釈

し
た
。
彼
は
医
学
校
史
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
示
し
た
。
ま
た
、
一

連
の
証
状
を
み
て
、
如
何
に
医
学
の
修
業
が
き
び
し
い
か
に
つ
い
て

も
十
分
納
得
し
た
よ
う
で
あ
る
。

氷
上
郡
医
師
会
規
定
は
診
察
料
、
薬
価
、
手
数
料
に
分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
料
金
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
物
価
と
対
比
し
て
施
術
の
評
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一
般
に
歴
史
の
講
述
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
資

料
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
そ
の
教

育
効
果
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

価
を
行
っ
た
。

（
金
沢
医
科
大
学
）

。
ハ
リ
の
外
科
医
組
合
は
十
三
世
紀
に
サ
ン
・
ル
イ
王
の
外
科
医
ジ

ャ
ン
・
ピ
タ
ー
ル
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
本
拠
の
お

か
れ
た
所
が
サ
ン
・
コ
ー
ム
教
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
レ
ー
ジ

ュ
・
ド
・
サ
ン
・
コ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
外
科
医
学
校
が
出
来
、
十
八

世
紀
に
は
華
々
し
い
活
躍
を
し
て
、
王
立
外
科
ア
カ
デ
ミ
ー
に
発
展

し
、
確
固
た
る
外
科
医
の
地
位
を
築
き
あ
げ
た
。

そ
の
名
前
に
使
わ
れ
た
サ
ン
・
コ
ー
ム
に
つ
い
て
わ
が
国
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
紹
介
す
る
と

共
に
、
外
科
と
の
結
び
つ
き
の
経
過
に
ふ
れ
て
み
た
い
。

サ
ン
・
コ
ー
ム
は
単
独
で
取
上
げ
ら
れ
る
他
に
、
サ
ン
・
ダ
ミ
ァ

ン
と
組
み
合
せ
て
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
暦
で
見

る
と
、
九
月
二
十
七
日
は
こ
の
二
人
の
聖
人
の
祝
日
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
二
人
は
生
ま
れ
た
年
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
三
世
紀
の
ア

外
科
の
守
護
聖
人
サ
ン
・
コ
ー
ム

に
つ
い
て

大
村
敏
郎

（16） 110


